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製造情報の体系化とテキストマイニングによる解析
－知的ものづくりプラットフォームを利用した情報活用－

数理システム ユーザカンファレンス 発表資料

ベリングポイント株式会社

藤原 玲子

製造技術情報活用の課題
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製造技術情報活用の課題

�製造の現場では、開発・設計、製造実績、不具合情報など、日々大量の情報
が扱われ、蓄積されている。製造のプロセスはこれらの情報によって管理さ
れ、進行している。製品に品質を決定するのはこれらの情報であり、製造業
は情報処理産業であるといっても過言ではない。

�ほとんどの企業では、こうした製造に関わる情報はデジタル化され、ただし、
いったん収集し処理されると、蓄積されるばかりで活用されず、そのまま死蔵
化しているケースも多く見られる。加えて、これらの情報は必ずしも一定の
データベースなどに保管されるだけでなく、関連情報も含めると、さまざまな
形式で企業内に散在している。

�今回は、こうした情報の代表的なものとして製造の不具合情報を対象として
取り上げた。

�また、このテーマを取り上げるにあたって、これまで、製造技術の伝承の研
究をきっかけとして開発してきた製造BPMの基盤である“SKIP”(Self
Knowledge & Information exPansion)の枠組みを使って考えることにした。
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BPM（Business Process Management)
継続的改善の取り組み とは・・・

“カイゼン”活動は、製造現場におけるBPMの活動である。

②現状可視化・分析

実績/不具合情報
解析

実績/不具合情報
解析

④評価・モニタリング

現状業務現状業務
改善プロセス
モデル化

改善プロセス
モデル化

課題
分析整理

課題
分析整理

③改善プロセス設計

プロセス/情報の
体系化

プロセス/情報の
体系化

①準備

改善テーマ
決定

改善テーマ
決定

製造情報の体系化

（モデリング）

製造情報の解析

（マイニング）

継続的改善プラットフォーム－SKIP

© 2007 BearingPoint Co., Ltd. 5

継続的改善の取り組みプラットフォーム－SKIP

継続的改善の取り組みをサポートするために、「製造ナビゲータ」、「製造情報バンク」、「閲覧・検索」の３つのモジュー
ルで構成されるプラットフォームを開発した。

体系化された情報

製造ナビゲータ

規格・
規定文書

製造プロセス

工法設定

工程の
製品ねらい目図と
金型ねらい目図を
策定する

検討が
必要だった

検討の必要は
無かった

初めての受注の
生産指示があった

製品図面

手書工法図

構造図を
策定する

金型の
寸法設定を
行う

工程レイアウト図を
策定する

技術開発部

工法設定

工程の
製品ねらい目図と
金型ねらい目図を
策定する

構造図を
策定する

金型の
寸法設定を
行う

工程レイアウト図を
策定する

設計

図面

写真・

動画

リンク

最新版

ビジネスプロセス
モデル
（製品仕様・設備、
担当者情報、工
程、手順、工法
etc）

実績/
不具合
DB分析・

マイニング

様々なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによる入力

（ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ、音声、など）

実績入力、報告書、TQC活動、メール

未整理の情報
抽出

製造情報バンク

各種ﾌｧｲﾙ
PPT,Word,
Excel、画像
ﾒｰﾙ

傾向、関係性
分析支援

社内ポータル／検索(ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞｻｰﾁ)閲覧・検索

SKIP：Self Knowledge & Information exPansion
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SKIP構築者と利用者

構築者が利用者に、利用者が構築者にもなり得る。

ただし、分析・マイニングから体系化は、ある程度のスキルが必要。

製造情報活用
（SKIP利用者）

実績/
不具合
DB分析・

マイニング

様々なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによる入力

（ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ、音声、など）

実績入力、報告書、TQC活動、メール

体系化された情報 未整理の情報
抽出

製造ナビゲータ 製造情報バンク

各種ﾌｧｲﾙ
PPT,Word,
Excel、画像
ﾒｰﾙ

社内ポータル／検索(ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞｻｰﾁ)

規格・
規定文書

製造プロセス

工法設定

工程の
製品ねらい目図と
金型ねらい目図を
策定する

検討が
必要だった

検討の必要は
無かった

初めての受注の
生産指示があった

製品図面

手書工法図

構造図を
策定する

金型の
寸法設定を
行う

工程レイアウト図を
策定する

技術開発部

工法設定

工程の
製品ねらい目図と
金型ねらい目図を
策定する

構造図を
策定する

金型の
寸法設定を
行う

工程レイアウト図を
策定する

設計
図面

写真・
動画

リンク

最新版

傾向、関係性
分析支援

閲覧・検索

体系化
方法論

製造従事者
（情報入力者）

経験
ノウハウ

製造中核人材

気づき、
発見

マイニング
スキル
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製造ナビゲータ 製造情報バンク

SKIPの要素技術

モジュールごとに、体系化→モデリング、分析→マイニング、検索→エンタープライズサーチなどの技術を利用する
が、日常の情報の蓄積は、デジタルデータであれば、特に形式を問わない。

ビジネスプロセス
モデリング

リポジトリ管理された
セマンティック（意味づけの
ある）グラフオブジェクト、
プロセスの階層化

マイニング

ポータル・サーチエンジン
（Googleエンタープライズサーチなど）

さまざまな
デジタルデータ

ファイル形式は問わない
Html、Officeファイル、

RDB、XLMDB、
業務アプリケーション

ポータル・検索
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製造ナビゲータ －企業プロセス体系化－①

プロセスの体系化には、フレームワークの利用が非常に有用。

企業内の活動要素を、分類し、これらの関係を、“モデル”として定義する。

企業活動 5つの分類

組織

ファンクションデータ

製品/サービス

プロセス

SKIPでは、独）シェアー博士のビジネスモデリングの方法論で唱えられているフレームワークである“ARIS House”を利用している

文書管理

組織の整理

製品・サービスの整理

業務文書の
一元管理

業務プロセスの整理

組織構造 職務分掌・役割

処理ルール

業務、作業、手順

製品分類

資格

サービス分類

場所

文書分類

設備・リソースの整理

製造設備 倉庫設備運搬設備

ファンクション

業務機能

システム機能
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製造ナビゲータ －企業プロセス体系化－②

生産プロセスを表現するには、製造現場の業務フローだけでなく、包括的な企業活動の観点から、
企業内の活動要素をオブジェクトとしてモデル化し、これらを使って仕事の流れを関連付けしたもの
を、業務フローとする。

すべてのオブジェクトは、ここに意味づけされ（セマンティック）、リポジトリ管理されている。

機械A 溶剤を加熱する

原料の準備が
できた

溶剤A

製造A班

製品A

製造指示書

製品Aが
生成された

業務フロー

機械

運搬システム

倉庫設備
組織ユニット

XX責任者

担当

リソース

ファンクション(製造)

アプリケーショ
ン システム
タイプ

ＩＴ
ファンクション
タイプ

モジュール
タイプ

業務/システム機能

製品 サービス

製品/サービス

文書
ファイル

情報/データ

材料タイプ

原材料

包装材タイ
プ
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製造情報バンク －非定型情報の収集と分析
一般的に、日常的に収集した製造に関わる情報が、紙やファイルで大量に蓄積されながらも、次の製造のノウハウとし
て活かされていないことが多い。

不具合対応、TQC活動を通しておこなわれる改善の履歴など、一定の形式でデータベースに蓄積される場合もあるが、
デジタルデータ化されていれば、ファイル形式は問わない。

不具合対応実績

不具合情報

試作実績

ノウハウ一言メモ

改善履歴

様々な入力装置

マイ ニン グによる

傾向分析、 関係分析

SKI P

不具合報告書

従来

SKI P

標準マ ニュ アル
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利用者のアクセス権に応じ
て、設定したファイル・場所
はすべてが検索対象

ポータルと検索

ポータルからは、SKIP標準マニュアルを閲覧するほか、特定の共有情報や業務アプリケーションにリンク。
企業内に分散しているデータ、所在がわからない情報も、業務アプリケーションのデータベース化された情報も、エン
タープライズサーチを利用して、キーワードにより一括検索。

“エンタープライズサーチ“＝企業内情報検索 セキュリティを担保し、イントラ上の情報をファイル形式に関わらず検
索可能なサーチエンジン利用したもの。

メール 日報.xls

生産管理
DB試作データ

作業標準書CRM

パブリックサイトも
検索対象
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テキストマイニング技術の利用
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テキストマイニング技術の利用

これまで情報を分析するには、予めデータを分析に都合のよい形式にしておく必要があった。（←ワークシート、データ
ベース、タグ付け）。

こうしたデータは、断片的、定型的で、人間に近い言葉（自然文）に含まれるその言葉の発生した”場“の情報など、重要
な情報が抜け落ちている可能性がある。

しかしながら、これまでは、人が解読しそこから何らかのルールを見つけ出すことしかできなかった。

テキストマイニングツールでは、膨大なテキストデータを一度に解析し、さらに、今までの経験則では見いだせなかった、
ルールをデータの中から探し出すことが可能

膨大な
データや
テキスト

新たな

知識発 掘

マイニング
ルール
探索

今回は、製造の不具合情報を対象に、マイニングを利用し知識となるルールの抽出を行います
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製造不具合防止対策書

写真のような精密金属プレス部品の製造過程で起こる不具合情報を収集。

製造不具合防止対策書の文章項目をマイニングの対象とする。

不適合の内容 発生、流出の原因調査特定 再発、流出の対策
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解析準備

１．辞書の整備

� ユーザ辞書・・・企業独自の言い回し、用語などを登録

� 類義語辞書・・・ユーザ辞書を含めた類義語を登録

� 分割辞書・・・・・一般的ではない語句の分割を登録

２．単語頻度分析、係り受け解析

� 単語頻度分析ででてきた結果をみて、上記辞書を再整備

３．グループ分析

� グループ辞書の整備・・・関連のある単語をグループ化
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製造不具合防止対策書を解析した結果 －傾向分析

まず、「不適合の内容」列を使って、単語頻度解析

不適合の季節による推移がわかる。

� 打コンが秋から冬にかけて多く，変形が夏に一番多くなっている

打コン変
形
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不適合-原因-対策の関連 －ことばネットワーク

「不適合の内容」「発生、流出の原因調査特定」「再発、流出の対策」これら３つの関係を知るために、3つの列の
値をマージし、解析を行った。

3列の内容をマージ

●ことばネットワーク： 不適合の現象と原因、対策の関連をグラフ化
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未経験者と熟練者のグループ辞書

未経験者によるグループ辞書 熟練者によるグループ辞書

金属プレス加工の熟練者は、

「原因」の視点から、単語をグルーピン
グする。
＝原因が同じものが同じグループ

熟練者

カスづまりと カス上りが
同じグループであるのは
おかしい

原因が同じ不具合
現象を、同じグループ
として分類

熟練者のコンピテンシー
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未経験者と熟練者のグループ辞書による解析結果

未経験者、熟練者がそれぞれグループ辞書整備を行った後で解析結果が異なる

カスづまりは、打コ
ンと関係ないです

熟練者

辞書整備後

辞書整備前

打コンの主要な原
因であるカス上り
が表示されてない

カス上がりが打コンにつながり、
さらに変形にもつながっている

マイニングと検索技術の融合可能性
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まとめ

－マイニングと検索技術の融合可能性

自然文をはじめとする、社内ブログ、製造SNSなど“製造Wiki”的なものも加わっていくことにより、自然
文のようなより「やわらかい」情報が、増えていく。これらは、 SKIPの製造情報バンクの対象となっていく
だろう。

これらの情報を利用して、人に気づきを与え、新しい知の創発を促進するものとして、検索、マイニングは
今後、より重要な技術となってくると考えられる

SKIPは、熟練者のコンテピテンシーを伝えるプラットフォームを目指していきたい

実績/
不具合
DB

実績入力、報告書、TQC活動、メール

未整理の情報

製造情報バンク

各種ﾌｧｲﾙ
PPT,Word,
Excel、画像
ﾒｰﾙ

Q&A

製造SNS

社内ブログ


